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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】事前のキャリブレーションを必要とせずに、人
の体調を推定する体調推定方法を提供する。
【解決手段】コンピュータにより実行される体調推定方
法であって、コンピュータが、人の部位のうち少なくと
も２箇所の部位の血流量を同時に計測する血流計測ステ
ップＳ１１と、コンピュータが、血流計測ステップにお
いて計測した少なくとも２箇所の部位の血流量に基づい
て、人の体調を推定する体調推定ステップＳ１２とを含
む。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータにより実行される体調推定方法であって、
　前記コンピュータが、人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量を同時に計測す
る血流計測ステップと、
　前記コンピュータが、前記血流計測ステップにおいて計測した前記少なくとも２箇所の
部位の血流量に基づいて、前記人の体調を推定する体調推定ステップとを含む、
　体調推定方法。
【請求項２】
　前記血流計測ステップでは、前記少なくとも２箇所の部位の血流量として、前記人の体
調で変動しない第１部位と前記人の体調で変動する第２部位との血流量を計測する、
　請求項１に記載の体調推定方法。
【請求項３】
　前記第１部位は、前記人の額である、
　請求項２に記載の体調推定方法。
【請求項４】
　前記第２部位は、前記人の目の下部、鼻部、口唇部、手足および首部のうちの少なくと
も一である、
　請求項２または３に記載の体調推定方法。
【請求項５】
　前記血流計測ステップでは、前記少なくとも２箇所の部位の血流量として、前記人の額
の血流量と前記人の目の下部の血流量とを計測し、
　前記体調推定ステップでは、前記人の体調として、前記人の睡眠時間を推定する、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の体調推定方法。
【請求項６】
　前記血流計測ステップでは、前記少なくとも２箇所の部位の血流量として、前記人の額
の血流量と前記人の鼻部、口唇部および手足のうちの一の血流量とを計測し、
　前記体調推定ステップでは、前記人の体調として、前記人が感じる寒暑の度合いを推定
する、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の体調推定方法。
【請求項７】
　前記血流計測ステップでは、前記少なくとも２箇所の部位の血流量として、前記人の額
の血流量と前記人の首部の血流量とを計測し、
　前記体調推定ステップでは、前記人の体調として、前記人の肩こりの有無を推定する、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の体調推定方法。
【請求項８】
　さらに、前記人の生理量に基づき、前記人の感情を推定する感情推定ステップと、
　前記感情推定ステップにおいて推定された前記人の感情に基づいて、前記体調推定ステ
ップにおいて推定された前記人の体調を補正する補正ステップとを含む、
　請求項１～７のいずれか１項に記載の体調推定方法。
【請求項９】
　前記人の生理量は、前記少なくとも２箇所の部位うちの一の血流量である、
　請求項８に記載の体調推定方法。
【請求項１０】
　前記人の生理量は、前記人の部位のうち前記少なくとも２箇所の部位と異なる部位の血
流量である、
　請求項８に記載の体調推定方法。
【請求項１１】
　前記人の生理量は、顔の色、心拍数、心拍数変動、心拍数変動のＬＦ／ＨＦ（Low Freq
uency/High Frequency）、Ｒ－Ｒ間隔、脈波、脈拍変動、脳波、呼吸数、呼吸量、血流、
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血流変動、血圧、血圧変動、酸素飽和度、身体の部分の動き、身体の筋肉の動き、顔の筋
肉の動き、体温、皮膚温、皮膚コンダクタンス、皮膚抵抗、発汗量及び発汗レートの少な
くとも１つを含む、
　請求項８に記載の体調推定方法。
【請求項１２】
　前記血流計測ステップでは、所定の波長の光を前記少なくとも２箇所それぞれに照射し
て異なる波長の光を受光することで、前記少なくとも２箇所の血流量を非接触に計測する
、
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の体調推定方法。
【請求項１３】
　前記血流計測ステップでは、カメラを用いて前記少なくとも２箇所の血流量を計測する
、
　請求項１２に記載の体調推定方法。
【請求項１４】
　人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量を同時に計測する血流計測部と、
　前記血流計測部が計測した前記少なくとも２箇所の部位の血流量に基づいて、前記人の
体調を推定する体調推定部とを備える、
　体調推定装置。
【請求項１５】
　体調推定を行うコンピュータに読み取り可能なプログラムであって、
　人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量を同時に計測する血流計測ステップと
、
　前記血流計測ステップにおいて計測した前記少なくとも２箇所の部位の血流量に基づい
て、前記人の体調を推定する体調推定ステップとを含む、
　プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体調推定方法、体調推定装置、及び、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、血液循環により生じる脈波を測定した脈波信号に基づき、人のストレ
ス、疲労、眠気、覚醒度といった体調を判定する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２７２７０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、脈圧には、個人差がある。そのため、特許文献１に開示される技術では
、事前すなわち体調を判定する前に、判定対象の個人の脈圧を設定するなどのキャリブレ
ーション（調整）が必要になるという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、事前のキャリブレーションを必要とせずに、人の体調を推定するこ
とができる体調推定方法等を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の一形態に係る体調推定方法は、コンピュータによ
り実行される体調推定方法であって、前記コンピュータが、人の部位のうち少なくとも２
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箇所の部位の血流量を同時に計測する血流計測ステップと、前記コンピュータが、前記血
流計測ステップにおいて計測した前記少なくとも２箇所の部位の血流量に基づいて、前記
人の体調を推定する体調推定ステップとを含む。
【０００７】
　なお、これらの包括的または具体的な態様は、システム、方法、集積回路、コンピュー
タプログラムまたはコンピュータで読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体で実現さ
れてもよく、システム、方法、集積回路、コンピュータプログラムおよび記録媒体の任意
な組み合わせで実現されてもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の体調推定方法では、事前のキャリブレーションを必要とせずに、人の体調を推
定することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施の形態１における体調推定装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、図１における血流計測部の詳細構成の一例を示すブロック図である。
【図３】図３は、図１における体調推定部の詳細構成の一例を示すブロック図である。
【図４】図４は、ラッセル円環モデルの一例を示す図である。
【図５】図５は、図１における体調推定装置の出力制御の一例を示す図である。
【図６】図６は、図１に示す体調推定装置の動作の概要を示すフローチャートである。
【図７】図７は、実施例１における体調推定装置の出力制御の一例を示す図である。
【図８】図８は、実施例１における体調推定装置の出力制御方法の一例を示すフローチャ
ートである。
【図９】図９は、実施例２における体調推定装置の出力制御の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、実施例２における体調推定装置の出力制御方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図１１】図１１は、実施例３における体調推定装置の出力制御方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図１２】図１２は、実施の形態２における体調推定装置の構成を示すブロック図である
。
【図１３】図１３は、図１２の感情推定部の詳細構成の一例を示すブロック図である。
【図１４Ａ】図１４Ａは、図１２の感情推定部が用いるラッセル円環モデルの使用態様の
一例を示す図である。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、図１２の感情推定部２４が用いるシュロスバーグの円錐モデル
の一例を示す図である。
【図１５】図１５は、図１２の体調推定部の詳細構成の一例を示すブロック図である。
【図１６】図１６は、図１２に示す体調推定装置における動作の概要を示すフローチャー
トである。
【図１７】図１７は、実施の形態２の実施例における体調推定装置の出力制御の一例を示
す図である。
【図１８】図１８は、実施の形態２の変形例１における体調推定装置の出力制御の一例を
示す図である。
【図１９】図１９は、実施の形態２の変形例２における体調推定装置の出力制御の一例を
示す図である。
【図２０】図２０は、てんかん発作の推定と出力制御方法の一例を示すフローチャートで
ある。
【図２１】図２１は、深部体温の検出結果に依存した出力制御の一態様について説明する
ための図である。
【図２２】図２２は、深部体温の検出結果に依存した出力制御方法の一例を示すフローチ
ャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の一態様に係る体調推定方法は、コンピュータにより実行される体調推定方法で
あって、前記コンピュータが、人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量を同時に
計測する血流計測ステップと、前記コンピュータが、前記血流計測ステップにおいて計測
した前記少なくとも２箇所の部位の血流量に基づいて、前記人の体調を推定する体調推定
ステップとを含む。
【００１１】
　上記態様によれば、コンピュータが、個人差のある人の血流量を計測して体調を推定す
る場合でも、事前のキャリブレーションを必要とせずに、人の体調を推定することができ
る。
【００１２】
　また、例えば、前記血流計測ステップでは、前記少なくとも２箇所の部位の血流量とし
て、前記人の体調で変動しない第１部位と前記人の体調で変動する第２部位との血流量を
計測するとしてもよい。
【００１３】
　ここで、例えば、前記第１部位は、前記人の額であってもよく、前記第２部位は、前記
人の目の下部、鼻部、口唇部、手足および首部のうちの少なくとも一であってもよい。
【００１４】
　また、例えば、前記血流計測ステップでは、前記少なくとも２箇所の部位の血流量とし
て、前記人の額の血流量と前記人の目の下部の血流量とを計測し、前記体調推定ステップ
では、前記人の体調として、前記人の睡眠時間を推定するとしてもよい。
【００１５】
　また、例えば、前記血流計測ステップでは、前記少なくとも２箇所の部位の血流量とし
て、前記人の額の血流量と前記人の鼻部、口唇部および手足のうちの一の血流量とを計測
し、前記体調推定ステップでは、前記人の体調として、前記人が感じる寒暑の度合いを推
定するとしてもよい。
【００１６】
　また、例えば、前記血流計測ステップでは、前記少なくとも２箇所の部位の血流量とし
て、前記人の額の血流量と前記人の首部の血流量とを計測し、前記体調推定ステップでは
、前記人の体調として、前記人の肩こりの有無を推定するとしてもよい。
【００１７】
　さらに、例えば、さらに、前記人の生理量に基づき、前記人の感情を推定する感情推定
ステップと、前記感情推定ステップにおいて推定された前記人の感情に基づいて、前記体
調推定ステップにおいて推定された前記人の体調を補正する補正ステップとを含むとして
もよい。
【００１８】
　ここで、例えば、前記人の生理量は、前記少なくとも２箇所の部位うちの一の血流量で
あってもよい。
【００１９】
　また、例えば、前記人の生理量は、前記人の部位のうち前記少なくとも２箇所の部位と
異なる部位の血流量であってもよい。
【００２０】
　また、例えば、前記人の生理量は、顔の色、心拍数、心拍数変動、心拍数変動のＬＦ／
ＨＦ（Low Frequency/High Frequency）、Ｒ－Ｒ間隔、脈波、脈拍変動、脳波、呼吸数、
呼吸量、血流、血流変動、血圧、血圧変動、酸素飽和度、身体の部分の動き、身体の筋肉
の動き、顔の筋肉の動き、体温、皮膚温、皮膚コンダクタンス、皮膚抵抗、発汗量及び発
汗レートの少なくとも１つを含むとしてもよい。
【００２１】
　また、例えば、前記血流計測ステップでは、所定の波長の光を前記少なくとも２箇所そ
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れぞれに照射して異なる波長の光を受光することで、前記少なくとも２箇所の血流量を非
接触に計測するとしてもよい。
【００２２】
　ここで、例えば、前記血流計測ステップでは、カメラを用いて前記少なくとも２箇所の
血流量を計測するとしてもよい。
【００２３】
　また、本発明の一態様に係る体調推定装置は、人の部位のうち少なくとも２箇所の部位
の血流量を同時に計測する血流計測部と、前記血流計測部が計測した前記少なくとも２箇
所の部位の血流量に基づいて、前記人の体調を推定する体調推定部とを備える。
【００２４】
　なお、これらの包括的または具体的な態様は、システム、方法、集積回路、コンピュー
タプログラムまたはコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体で実現され
てもよく、システム、方法、集積回路、コンピュータプログラムまたは記録媒体の任意な
組み合わせで実現されてもよい。
【００２５】
　以下、本発明の一態様に係る体調推定方法等について、図面を参照しながら具体的に説
明する。なお、以下で説明する実施の形態は、いずれも本発明の一具体例を示すものであ
る。以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置など
は、一例であり、本発明を限定する主旨ではない。また、以下の実施の形態における構成
要素のうち、最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要素については、任意
の構成要素として説明される。
【００２６】
　（実施の形態１）
　［体調推定装置の構成］
　図１は、実施の形態１における体調推定装置１０の構成を示すブロック図である。
【００２７】
　体調推定装置１０は、図１に示すように、血流計測部１１と、体調推定部１２と、出力
制御部１３とを備える。体調推定装置１０は、コンピュータ等で実現される。
【００２８】
　＜血流計測部１１＞
　図２は、図１における血流計測部１１の詳細構成の一例を示すブロック図である。
【００２９】
　血流計測部１１は、図２に示すように、カメラ部１１１と、血流量計測処理部１１２と
を備え、人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量を同時に計測する。ここで、少
なくとも２箇所の部位の血流量は、人の体調で変動しない第１部位と人の体調で変動する
第２部位である。例えば第１部位は、人の額であり、第２部位は、人の目の下部、鼻部、
口唇部、手足および首部のうちの少なくとも一である。
【００３０】
　より具体的には、カメラ部１１１は、例えば、レーザースペックルカメラやレーザード
ップラー血流計などであり、所定の波長の光を上記少なくとも２箇所それぞれに照射して
異なる波長の光を受光する。血流量計測処理部１１２は、カメラ部１１１が受光した異な
る波長の光に基づいて、上記少なくとも２箇所の血流量を非接触に計測する。
【００３１】
　なお、カメラ部１１１は、同時に上記少なくとも２箇所の血流を計測することができれ
ば、一つのカメラで構成されていてもよいし、ミリ波センサ、パルスオキシメーターなど
カメラとは異なる装置で構成されていてもよい。
【００３２】
　＜体調推定部１２＞
　図３は、図１における体調推定部１２の詳細構成の一例を示すブロック図である。図４
は、ラッセル円環モデルの一例を示す図である。
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【００３３】
　体調推定部１２は、図３に示すように、血流量取得部１２１と、体調推定処理部１２２
とを備え、血流計測部１１が計測した少なくとも２箇所の部位の血流量に基づいて、人の
体調を推定する。
【００３４】
　より具体的には、血流量取得部１２１は、血流計測部１１が計測した少なくとも２箇所
の部位の血流量を取得する。体調推定処理部１２２は、血流量取得部１２１が取得した少
なくとも２箇所の部位の血流量に基づいて、人の体調を推定する。
【００３５】
　ここで、少なくとも２箇所の部位の血流量として、人の体調で変動しない第１部位と人
の体調で変動する第２部位との血流量を計測するとよい。また、上述したように、例えば
第１部位は、人の額であり、第２部位は、人の目の下部、鼻部、口唇部、手足および首部
のうちの少なくとも一である。それにより、体調推定部１２は、第１部位の血流量を基準
とした第２部位の血流量から、事前のキャリブレーションを必要とせずに、人の体調を推
定することができる。
【００３６】
　本実施の形態では、人の体調とは、図４に示される２次元モデルであるラッセル円環モ
デルで定義される人の心の状態である感情以外の心身の状態をいう。したがって、人の体
調は、例えば睡眠時間、暑い寒いや冷えなどの寒暑の度合い、肩こり、顔のシミ、皮膚の
乾燥、等を含む。
【００３７】
　例えば、血流計測部１１が少なくとも２箇所の部位の血流量として、人の額の血流量と
当該人の目の下部の血流量とを計測する場合、体調推定部１２は、当該人の体調として、
人の睡眠時間を推定してもよい。人は、睡眠時間が短いとくまが発生し、目の下部の血流
量が少なくなることから、人の前日（または当日）の睡眠時間を血流量から推定できる。
【００３８】
　また、例えば、血流計測部１１が少なくとも２箇所の部位の血流量として、人の額の血
流量と当該人の鼻部、口唇部および手足のうちの一の血流量とを計測する場合、体調推定
部１２は、当該人の体調として、当該人が感じる寒暑の度合いを推定してもよい。人は、
暑いと鼻部の温度が額と比較して相対的に高くなり、寒い場合は逆になることから、人が
感じる寒暑の度合いを血流量から推定できる。
【００３９】
　また、例えば、血流計測部１１が少なくとも２箇所の部位の血流量として、人の額の血
流量と当該人の首部の血流量とを計測する場合、体調推定部１２は、当該人の体調として
、当該人の肩こりの有無を推定してもよい。額と首部との血流量において、首部の血流量
が相対的に少ないと、肩こりが発生している（または、発生する可能性がある）ことから
、人の肩こりの有無を血流量から推定できる。ここで、当該人の体調として、肩こりの代
わりに頭痛を推定するとしてもよい。額と首部との血流量において、首部の血流量が相対
的に低下すると、肩こり以外にも頭痛も発生しやすくなることから、人の頭痛の有無を血
流量から推定できる。
【００４０】
　なお、ここでは第１部位として額を例示したが、額に限定されるものではない。他の部
位であっても体調等の変動下において血流量の変動が相対的に少ない部位であればよく、
たとえば口腔内や眼球等でもよい。
【００４１】
　また、血流計測部１１が毎日同一人の顔全体の血流量を計測してもよい。この場合、体
調推定部１２は、当該人の体調として、毎日の計測する血流量の変動量に基づき、局所的
に血流量が減少している当該人の顔の一部にシミができかかっていることを推定できる。
【００４２】
　＜出力制御部１３＞
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　出力制御部１３は、体調推定部１２が推定した人の体調に応じた出力制御を行う。
【００４３】
　図５は、図１における体調推定装置１０の出力制御の一例を示す図である。図５には、
人５０の額と目の下部との血流量から推定された前日の睡眠時間を、人５０のスマートホ
ンなどの携帯端末６０の表示面６１に出力する場合の例が示されている。
【００４４】
　なお、体調推定装置１０（出力制御部１３）の出力制御は、図５に示す例に限らず、例
えば以下のような表示制御、通知制御および機器制御などの出力制御も含まれる。
【００４５】
　（睡眠時間）
　例えば、出力制御部１３は、体調推定部１２が人の体調として推定した睡眠時間に基づ
き、その人が今日何時頃に眠くなりそうかを予測してもよい。そして、体調推定装置１０
が車に搭載されている場合、出力制御部１３は、その時刻に近づくと、休憩を促す通知を
カーナビ画面やユーザの携帯端末に行ってもよい。また、体調推定装置１０がその人の在
する空間に設置されているとすると、出力制御部１３は、その時刻に近づくと、照明を明
るくして覚醒を促してもよい。
【００４６】
　また、出力制御部１３は、体調推定部１２が推定した睡眠時間の累積時間が短いと判断
した場合には、その人の勤める会社に通知して休養を促させるとしてもよい。
【００４７】
　また、出力制御部１３は、体調推定部１２が推定した睡眠時間を、その人の今日の集中
度や生産性として表現して、スマートホン等などの携帯端末を経由して本人に通知すると
してもよい。
【００４８】
　なお、出力制御部１３は、体調推定部１２が推定した前日の睡眠時間だけではなく、前
日を含めた複数日の睡眠時間を加味したものを睡眠時間として決定してもよい。
【００４９】
　また、出力制御部１３は、体調推定部１２が推定した複数日の睡眠時間を元に、その人
の保険料を設定して、その人に通知するとしてもよい。ここで保険料とは、生命保険や自
動車保険等に掛ける保険料のことを指している。睡眠時間が所定時間より短いと居眠り運
転の可能性が高くなることや、生活習慣病にかかるリスクが高くなることから、睡眠時間
が相対的に短い人の保険料を高く設定して、その人に通知するとしてもよい。
【００５０】
　（寒暑の度合い、肩こりの有無等）
　また、出力制御部１３は、体調推定部１２が人の体調として推定した暑い寒いや冷えな
ど寒暑の度合いに応じて、当該人の在する空間にあるエアコンの風量、風温、風向等を制
御してもよい。
【００５１】
　また、出力制御部１３は、体調推定部１２が人の体調としてその人に肩こりが有ること
を推定した場合、体調推定装置１０が車に搭載されているときには、肩こり防止や肩こり
の軽減のために、その車が有するシートヒータを制御して肩周辺を加温してもよい。
【００５２】
　また、出力制御部１３は、体調推定部１２が推定した肩こりの度合いを、その人の今日
の集中度や生産性として表現して、スマートホン等などの携帯端末を経由して本人に通知
してもよい。さらに、出力制御部１３は、体調推定部１２が推定した肩こりの度合いが重
度であったり、肩こりが頻発していたりすることを確認した場合には、マッサージやクリ
ニックに掛かるべき旨をスマートホン等などの携帯端末を経由して本人に提案してもよい
し、軽減する方法を提案してもよいし、他の手段で肩こりを緩和する手段を提案してもよ
い。
【００５３】
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　また、出力制御部１３は、体調推定部１２が人の体調として顔のシミがでかかっている
ことを推定した場合には、マッサージ等に掛かるべき旨をスマートホン等などの携帯端末
を経由して本人に提案してもよいし、軽減する方法を提案してもよいし、他の手段でシミ
を緩和する手段を提案してもよい。
【００５４】
　［体調推定装置１０の動作］
　次に、図６を参照しながら、上述した体調推定装置１０の動作について説明する。図６
は、図１に示す体調推定装置１０の動作の概要を示すフローチャートである。なお、体調
推定装置１０の動作は、体調推定装置１０が備えるコンピュータにより実行される。
【００５５】
　まず、体調推定装置１０は、人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量を同時に
計測する（Ｓ１１）。次に、体調推定装置１０は、測定した少なくとも２箇所の部位の血
流量に基づいて、当該人の体調を推定する（Ｓ１２）。そして、体調推定装置１０は、推
定した体調に応じた出力制御を行う（Ｓ１３）。
【００５６】
　［効果等］
　以上のように、本実施の形態における、体調推定方法等によれば、コンピュータが、個
人差のある血流量を計測して体調を推定する場合でも、事前のキャリブレーションを必要
とせずに、人の体調を推定することができる。
【００５７】
　より具体的には、本実施の形態における体調推定方法及び体調推定装置は、人の体調で
変動しない部位および人の体調で変動する部位など、人の部位のうち少なくとも２箇所の
部位の血流量を同時に計測する。これにより、事前のキャリブレーションを必要とせずに
、計測した少なくとも２箇所の部位の血流量に基づいて、人の体調を推定することができ
る。
【００５８】
　なお、上記実施の形態では、人の体調は、例えば睡眠時間、暑い寒いや冷えなどの寒暑
の度合い、肩こり、顔のシミ、皮膚の乾燥、等を含むとして説明したが、人の体調の例は
これらに限らない。人の体調として、トイレに行きたいレベル、乗り物酔いのレベル、ヒ
ートショックに対する危険度、排便時の血圧上昇による危険度、酒酔いレベル、運転スキ
ル、空腹レベル、疲労レベル、鬱レベル等々を含むとしてもよい。以下、これらの例を実
施例１～９として説明する。
【００５９】
　（実施例１）
　実施例１では、人の体調として、トイレに行きたいレベルを推定する場合について説明
する。
【００６０】
　図７は、実施例１における体調推定装置１０の出力制御の一例を示す図である。図８は
、実施例１における体調推定装置１０の出力制御方法の一例を示すフローチャートである
。
【００６１】
　本実施例では、例えば、体調推定装置１０は、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人の額の血流量と当該人の目の下部の血流量とを計測し、計測した額の血流量と当該人
の目の下部の血流量とに基づいて、当該人の体調として、当該人のトイレに行きたいレベ
ルを推定する。人は、トイレに行きたいなどにより体が緊張すると、額と目の下部との血
流量において、目の下部の血流量が相対的に下がることから、当該人のトイレに行きたい
レベルを推定できる。
【００６２】
　そして、本実施例に係る体調推定装置１０が車に搭載されているとすると、本実施例に
係る体調推定装置１０は、当該人のトイレに行きたいレベルが閾値以上であると推定した



(10) JP 2017-99846 A 2017.6.8

10

20

30

40

50

場合、図７に示すように、カーナビ画面７０に公衆トイレ７１を表示して、そこまでのル
ートを案内してもよい。
【００６３】
　また、体調推定装置１０は、図８に示すように、当該人のトイレに行きたいレベルを推
定し（Ｓ１２１）、推定した当該人のトイレに行きたいレベルが閾値より低い場合には（
Ｓ１３１でＮｏ）、所定の距離内であればやや遠くても綺麗なトイレを案内（Ｓ１３２）
してもよい。一方、推定した当該人のトイレに行きたいレベルが閾値より高い場合には（
Ｓ１３１でＹｅｓ）、トイレの綺麗さに拘らず空いていて近いトイレを案内してもよい（
Ｓ１３３）。
【００６４】
　このように、体調推定装置１０は、推定した当該人のトイレに行きたいレベルに応じて
案内方法を変えてもよい。
【００６５】
　なお、人の体調として、当該人のトイレに行きたいレベルを推定する方法は、上記のよ
うに２以上の部位の血流量に基づくものに限らない。当該人の心拍数の変動や血圧の変動
、顔表情から、トイレに行きたいレベルを推定してもよい。人はトイレに行きたくなると
、心拍数が上昇することや、血圧が上昇すること、顔表情が我慢している表情（例えば歯
を食いしばる）になることから、当該人のトイレに行きたいレベルを推定できる。ここで
、心拍、血圧、および、顔表情全てを用いて人のトイレに行きたいレベルを推定しても構
わないし、いずれか１つを用いても、複数を組み合わせたものを用いて人のトイレに行き
たいレベルを推定しても構わない。
【００６６】
　（実施例２）
　実施例２では、人の体調として、乗り物酔いレベルを推定する場合について説明する。
【００６７】
　図９は、実施例２における体調推定装置１０の出力制御の一例を示す図である。図１０
は、実施例２における体調推定装置１０の出力制御方法の一例を示すフローチャートであ
る。
【００６８】
　本実施例では、例えば、体調推定装置１０は、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人の額の血流量と当該人の目の下部の血流量とを計測し、計測した額の血流量と当該人
の目の下部の血流量とに基づいて、当該人の体調として、当該人の乗り物酔いレベルを推
定する。人は、乗り物酔いなどにより体が緊張すると、額と目の下部との血流量において
、目の下部の血流量が相対的に下がることから、体調推定装置１０は、当該人の乗り物酔
いレベルを推定できる。
【００６９】
　そして、体調推定装置１０が車に搭載されているとすると、体調推定装置１０は、当該
人の乗り物酔いのレベルが閾値以上であると推定した場合、図９に示すように、カーナビ
画面７０に休憩するためのパーキングエリア７２を表示して、そこまでのルートを案内し
てもよい。もちろん、当該人の状況を運転者に伝える方法は、これに限られない。例えば
、カーナビ画面７０やインパネ（インストルメントパネル）にその旨を表示したり、運転
者等の携帯端末や車内スピーカによりその旨を音声で伝えたりすることで、当該人の状況
を運転者に伝えてもよく、その手法は問わない。
【００７０】
　例えば、体調推定装置１０は、図１０に示すように、当該人の乗り物酔いレベルを推定
し（Ｓ１２１Ａ）、推定した当該人の乗り物酔いレベルが閾値より低い場合には（Ｓ１３
１ＡでＮｏ）、Ｓ１１に戻り、一定時間後に当該人の乗り物酔いレベルを推定してもよい
。一方、推定した当該人の乗り物酔いレベルが閾値より高い場合には（Ｓ１３１ＡでＹｅ
ｓ）、車のブレーキ、アクセル、アクティブサスペンション等の機器を制御する機器制御
信号を出力してもよい（Ｓ１３３Ａ）。
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【００７１】
　これにより、当該人がそれ以上酔わないようにアクセルやブレーキの感度を下げて急発
進や急加速を低減したり、アクティブサスペンションを柔らかめにして体にかかる振動を
低減したりすることできる。また、このように機器を制御することで、当該人が子供であ
り、乗り物酔いしたことを言い出せない場合でも、当該人が車内で吐いてしまうことや、
乗り物酔いレベルの上昇を防止することができる。さらに、当該車がタクシーであった場
合には、当該人である客が吐く前にその客を降ろすことや、当該人である客の乗車を拒否
することでタクシーに被る迷惑を防止することができる。
【００７２】
　なお、人の体調として、当該人の乗り物酔いレベルを推定する方法は、上記のように２
以上の部位の血流量に基づくものに限らない。当該人の顔表情や、心拍数と血圧情報から
、乗り物酔いレベルを推定してもよい。人は乗り物酔いになると、顔の表情が青ざめたり
、気分の悪そうな顔になったりすることや、心拍数の増減と血圧の増減の時系列における
相関（ρmax）が低下することから、当該人の乗り物酔いレベルを推定できる。ここで、
ρmaxと表情との両方を用いて人の乗り物酔いレベルを推定しても構わないし、いずれか
１つを用いて人の乗り物酔いレベルを推定しても構わない。
【００７３】
　（実施例３）
　実施例３では、人の体調として、ヒートショックに対する危険度を推定する場合につい
て説明する。ここで、ヒートショックとは、急な血圧変動にともない発生する失神や心筋
梗塞、脳梗塞等の血管障害を指す。主に入浴前に寒い脱衣室で脱衣した時の急激な血圧上
昇や、熱い湯に入湯した時の急激な血圧上昇により、ヒートショックになるケースが多い
。
【００７４】
　本実施例では、体調推定装置１０は、例えば、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人の額の血流量と当該人の目の下部の血流量とを計測し、計測した額の血流量と当該人
の目の下部の血流量とに基づいて、当該人の体調として、当該人のヒートショックに対す
る危険度を推定する。人は、額と目の下部との血流量において、寒い場合には目の下部の
血流量が相対的に下がり、暑い場合には目の下部の血流量が相対的に上がることから、当
該人のヒートショックに対する危険度を推定できる。
【００７５】
　図１１は、実施例３における体調推定装置１０の出力制御方法の一例を示すフローチャ
ートである。
【００７６】
　例えば、体調推定装置１０は、図１１に示すように、当該人のヒートショックに対する
危険度を推定し（Ｓ１２１Ｃ）、推定した当該人のヒートショックに対する危険度が閾値
より低い場合には（Ｓ１３１ＣでＮｏ）、Ｓ１１に戻り、一定時間後に当該人のヒートシ
ョックに対する危険度を推定してもよい。一方、推定した当該人のヒートショックに対す
る危険度が閾値より高い場合には（Ｓ１３１ＣでＹｅｓ）、当該人の周囲の温度を上げる
ために、暖房ＯＮにするなどの指示を含む機器制御信号を出力してもよい（Ｓ１３３Ｃ）
。
【００７７】
　これにより、当該人の急激な血圧の変動を防止でき、ヒートショックを未然に防止する
ことができる。
【００７８】
　なお、推定した当該人のヒートショックに対する危険度が閾値より高い場合における体
調推定装置１０の出力制御方法は、上述した方法に限らない。例えば当該人が脱衣室やト
イレに在する場合であれば当該人にその旨を通知して暖房の稼動を促すとしてもよい。ま
た、例えば体調推定装置１０は、当該人が浴室内での入湯時に、推定した当該人のヒート
ショックに対する危険度が閾値より高い場合には、湯内に水を足するなどの指示を含む機
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器制御信号を出力してもよい。これにより、当該人が入湯している湯温を低下させること
で、急な血圧変動を防止することができる。
【００７９】
　なお、人の体調として、当該人のヒートショックに対する危険度を推定する方法は、上
記のように２以上の部位の血流量に基づくものに限らない。当該人の血圧情報から、ヒー
トショックに対する危険度を推定してもよい。血圧を常時測定することができれば、例え
ば所定値以上の血圧に達した場合に、ヒートショックに対する危険度が増していると推定
することができる。
【００８０】
　ここで、所定値に代えて複数の閾値を設けて、段階的にヒートショックに対する危険度
を推定しても構わない。ヒートショックに対する危険度が高まっていることを判断する血
圧の閾値は、動脈硬化度を元に調整できる。動脈硬化度は、脈圧（最大血圧および最小血
圧）から推定することもできるし、脈波伝搬時間から推定することもでき、その手段は問
わない。
【００８１】
　また、血圧の閾値は動脈硬化度から調整する場合に限らず、年齢を元に調整してもよい
し、体内の水分量に基づいて調整しても構わない。体内の水分量が減少していると、血圧
の変動が急激になるため、ヒートショックになりやすいからである。ヒートショックに対
する危険度が高まっていることを判断できるのであれば、これら以外の方法で調整しても
構わない。
【００８２】
　なお、動脈硬化度は、非接触で検出せずに健康診断結果等に基づき手入力しても構わな
いし、同様に年齢も手入力でも構わない。
【００８３】
　また、血圧を常時測定することができる場合には、動脈硬化度や水分量に応じてワーニ
ングなどの警告や通知を出しても構わないし、当該人の目の届く範囲に当該人の血圧変動
を表示させても構わない。
【００８４】
　（実施例４）
　実施例４では、人の体調として、排便時の血圧上昇による危険度を推定する場合につい
て説明する。排便時には、人は排泄を促すためのいきみを発生させるが、このいきみによ
り血圧が上昇することで、失神や心筋梗塞、脳梗塞等の血管障害を発生させる場合がある
。
【００８５】
　本実施例では、体調推定装置１０は、例えば、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人の額の血流量と当該人の目の下部の血流量とを計測し、計測した額の血流量と当該人
の目の下部の血流量とに基づいて、当該人の体調として、当該人の排便時の血圧上昇によ
る危険度を推定する。人は、額と目の下部との血流量において、排便時にはいきみにより
目の下部の血流量が相対的に上がることから、当該人の排便時の血圧上昇による危険度を
推定できる。
【００８６】
　そして、本実施例に係る体調推定装置１０は、当該人の排便時の血圧上昇による危険度
が所定値以上であると推定した場合、ユーザにその旨を通知していきみの低減を促しても
よいし、温水洗浄便座を機器制御し、肛門付近にシャワーで水をかけさせることで、いき
みを低減した状態にさせて排便を促してもよい。
【００８７】
　これにより、当該人の急激な血圧の変動を防止でき、血管障害に至ることを未然に防止
することができる。
【００８８】
　なお、人の体調として、当該人の排便時の血圧上昇による危険度を推定する方法は、上
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記のように２以上の部位の血流量に基づくものに限らない。当該人の血圧情報から、排便
時の血圧上昇による危険度を推定してもよい。血圧を常時測定することができれば、例え
ば所定値以上の血圧に達した場合に、排便時の血圧上昇による危険度が増していると推定
することができる。
【００８９】
　ここで、所定値に代えて複数の閾値を設けて、段階的に排便時の血圧上昇による危険度
を推定しても構わない。排便時の血圧上昇による危険度が高まっていることを判断する血
圧の閾値は、動脈硬化度を元に調整できる。動脈硬化度は、脈圧（最大血圧および最小血
圧）から推定することもできるし、脈波伝搬時間から推定することもできるが、その手段
は問わない。
【００９０】
　また、血圧の閾値は動脈硬化度から調整する場合に限らず、年齢を元に調整してもよい
し、体内の水分量に基づいて調整しても構わない。体内の水分量が減少していると、血圧
の変動が急激になるため、ヒートショックになりやすいからである。ヒートショックに対
する危険度が高まっていることを判断できるのであれば、これら以外の方法で調整しても
構わない。
【００９１】
　なお、動脈硬化度は、非接触で検出せずに健康診断結果等に基づき手入力しても構わな
いし、同様に年齢も手入力でも構わない。
【００９２】
　また、血圧を常時測定することができる場合には、動脈硬化度や水分量に応じてワーニ
ングなどの警告や通知を出しても構わないし、当該人の目の届く範囲に当該人の血圧変動
を表示させても構わない。
【００９３】
　（実施例５）
　実施例５では、人の体調として、酒酔いレベルを推定する場合について説明する。
【００９４】
　本実施例では、体調推定装置１０は、例えば、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人の額の血流量と当該人の目の下部の血流量とを計測し、計測した額の血流量と当該人
の目の下部の血流量とに基づいて、当該人の体調として、当該人の酒酔いレベルを推定す
る。人は、額と目の下部との血流量において、酒に酔ってくると目の下部の血流量が相対
的に上がり、酒酔いにより気分が悪くなった場合には、目の下部の血流量が相対的に下が
ることから、当該人の酒酔いレベルを推定できる。
【００９５】
　そして、本実施例に係る体調推定装置１０は、当該人の酒酔いレベルが所定値以上すな
わち当該人が酒に酔った状態であると推定した場合、本実施例に係る体調推定装置１０が
車に搭載されているときには、自動車のエンジンを掛けることができないように制御（機
器制御）してもよい。これにより、当該人が酒に酔った状態で自動車を運転することを防
止することができる。
【００９６】
　また、本実施例に係る体調推定装置１０は、当該人の酒酔いレベルが所定値以上すなわ
ち当該人が飲みすぎであると推定した場合、ユーザにその旨を通知または当該人の酒酔い
レベルを表示してもよい。これにより、本人に自分の飲み過ぎレベルを認識させることが
でき、本人に飲み過ぎることを防止させることができる。
【００９７】
　なお、人の体調として、当該人の酒酔いレベルを推定する方法は、上記のように２以上
の部位の血流量に基づくものに限らない。当該人の顔表情や、心拍数、血圧情報、血流、
呼気情報から、当該人の酒酔いレベルを推定してもよい。人は酒に酔った状態になると、
視線が定まらなくなることや、血行がよくなって心拍数があがること、顔色が赤くなるこ
と、酒に酔いリラックスしたことで血圧は下がること、呼気中のアルコール濃度が上昇す
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ることから当該人の酒酔いレベルを推定することができる。そして、これらの情報を全て
用いて当該人の酒酔いレベルを推定しても構わないし、いずれか１つを用いても、複数を
組み合わせたものを用いて推定して構わない。
【００９８】
　（実施例６）
　実施例６では、人の体調として、運転スキルを推定する場合について説明する。
【００９９】
　本実施例では、体調推定装置１０は、例えば、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人の額の血流量と当該人の目の下部の血流量とを計測し、計測した額の血流量と当該人
の目の下部の血流量とに基づいて、当該人の体調として、当該人の運転スキルを推定する
。人は、額と目の下部との血流量において、人の運転スキルが高く運転に余裕があると緊
張しないので目の下部の血流量が相対的に上がり、人の運転スキルが低く運転に余裕がな
いと緊張するので目の下部の血流量が相対的に下がることから、当該人の運転スキルを推
定できる。
【０１００】
　そして、本実施例に係る体調推定装置１０は、当該人の運転スキルが所定値よりも低い
すなわち運転に余裕がない状態であると推定した場合、ブレーキの感度を上げる機器制御
を行い車間距離を保たせたり、アクセルの感度を下げる機器制御を行い速度が控えめにな
るようさせてもよい。これにより、当該人の運転スキルが低く余裕がない場合でも、余裕
の多い運転に導くことができる。
【０１０１】
　なお、人の体調として、当該人の運転スキルを推定する方法は、上記のように２以上の
部位の血流量に基づくものに限らない。当該人の顔表情や心拍数の変動から、当該人の運
転スキルを推定してもよい。人の顔表情から運転の余裕の量を推定できること、人が運転
中に緊張していると心拍数の変動が少なくなり、運転中に余裕が出てくると心拍数変動が
大きくなることから当該人の運転スキルを推定することができる。これらの情報を全て用
いて当該人の運転スキルを推定しても構わないし、いずれか１つを用いても、複数を組み
合わせたものを用いて推定して構わない。
【０１０２】
　なお、本実施例に係る体調推定装置１０が車に搭載され、かつ、当該人の顔表情に基づ
き人の体調を推定する場合には、人の体調として、恐怖心を推定してもよい。例えば、本
実施例に係る体調推定装置１０は、車が自動運転されている時、当該人である車の乗車者
の顔表情から恐怖心があるか否かを推定する。そして、恐怖心があるすなわち当該人に余
裕がない（自動運転を信頼できてない）と推定した場合には、車間距離を大きく、速度を
低めに設定するよう車の機器を制御してもよい。これにより、乗車中の当該人に安心感を
与えることができる。
【０１０３】
　さらに、また、本実施例に係る体調推定装置１０が、当該人の顔表情に基づき、自動運
転時に乗車者が車窓を眺めていることを認識した場合には、車の速度を低下させるよう車
の機器を制御してもよい。そうすることで、当該人は、ゆっくりと車窓を眺めることがで
きる。
【０１０４】
　（実施例７）
　実施例７では、人の体調として、空腹レベルを推定する場合について説明する。
【０１０５】
　本実施例では、体調推定装置１０は、例えば、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人の額の血流量と当該人の目の下部の血流量とを計測し、計測した額の血流量と当該人
の目の下部の血流量とに基づいて、当該人の体調として、当該人の空腹レベルを推定する
。人は、額と目の下部との血流量において、人の空腹レベルが高くなるとストレスがかか
り目の下部の血流量が相対的に下がることから、当該人の空腹レベルを推定できる。
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【０１０６】
　そして、本実施例に係る体調推定装置１０がオフィスに設置されているとすると、本実
施例に係る体調推定装置１０は、当該人の空腹レベルが所定値以上すなわち当該人の空腹
感を推定した場合、照明に含まれる青色の成分を多めにするよう照明を制御（機器制御）
してもよい。人は青色光を見ることで、空腹感を低減する効果があるためである。
【０１０７】
　また、本実施例に係る体調推定装置１０が車に搭載されているとすると、本実施例に係
る体調推定装置１０は、当該人の空腹レベルが所定値以上すなわち当該人の空腹感を推定
した場合、カーナビ画面に現在地点から近くのレストランを表示して、そこまでのルート
を案内してもよい。
【０１０８】
　なお、人の体調として、当該人の空腹レベルを推定する方法は、上記のように２以上の
部位の血流量に基づくものに限らない。当該人の血糖値や、呼気情報、腹部の音から、当
該人の空腹レベルを推定してもよい。人は空腹になると血糖値が低下することや、呼気中
に含まれるアセトンの量が増えることや、胃腸の活動が活発になることによる腹部の音の
増加等から当該人の空腹レベルを推定することができる。そして、これらの情報を全て用
いて当該人の空腹レベルを推定しても構わないし、いずれか１つを用いても、複数を組み
合わせたものを用いて推定して構わない。
【０１０９】
　（実施例８）
　実施例８では、人の体調として、疲労レベルを推定する場合について説明する。
【０１１０】
　本実施例では、体調推定装置１０は、例えば、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人の額の血流量と当該人の目の下部の血流量とを計測し、計測した額の血流量と当該人
の目の下部の血流量とに基づいて、当該人の体調として、当該人の疲労レベルを推定する
。人は、疲労レベルが高くなるとストレスがかかり、額と目の下部との血流量において目
の下部の血流量が相対的に下がることから、当該人の疲労レベルを推定できる。
【０１１１】
　そして、本実施例に係る体調推定装置１０が車に搭載されているとすると、本実施例に
係る体調推定装置１０は、当該人の疲労レベルが所定値以上であると推定した場合、車中
の機器を制御して音声で休憩を促してもよいし、自動運転に切り替える制御を行い当該人
である運転者の疲労がこれ以上上昇しないようにしてもよい。
【０１１２】
　なお、人の体調として、当該人の疲労レベルを推定する方法は、上記のように２以上の
部位の血流量に基づくものに限らない。当該人の顔表情や、血流中の酸素飽和度や乳酸濃
度から、当該人の疲労レベルを推定してもよい。人は疲労すると血中の酸素飽和度が低下
することや、乳酸濃度が上昇すること、表情に疲労感が現れることから当該人の疲労レベ
ルを推定することができる。そして、これらの情報を全て用いて当該人の疲労レベルを推
定しても構わないし、いずれか１つを用いても、複数を組み合わせたものを用いて推定し
て構わない。
【０１１３】
　（実施例９）
　実施例９では、人の体調として、鬱レベルを推定する場合について説明する。
【０１１４】
　本実施例では、体調推定装置１０は、例えば、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人の額の血流量と当該人の目の下部の血流量とを計測し、計測した額の血流量と当該人
の目の下部の血流量とに基づいて、当該人の体調として、当該人の鬱レベルを推定する。
人は、鬱レベルが高くなるとストレスがかかり、額と目の下部との血流量において目の下
部の血流量が相対的に下がることから、当該人の鬱レベルを推定できる。
【０１１５】
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　そして、本実施例に係る体調推定装置１０は、当該人の鬱レベルが所定値以上すなわち
鬱状態であると推定した場合、部屋の照明を制御してもよい。部屋の照明を制御し、例え
ば朝明るく夜暗めにすることで、当該人のサーカディアンリズムを調整することができ、
鬱状態を緩和することができる。なお、本実施例に係る体調推定装置１０は、当該人の鬱
レベルが所定値以上すなわち鬱状態であると推定した場合、朝であれば元気の出る音楽を
、夜であればゆったりした音楽を流すよう音楽装置を制御してもよい。
【０１１６】
　なお、人の体調として、当該人の鬱レベルを推定する方法は、上記のように２以上の部
位の血流量に基づくものに限らない。当該人の顔表情や、心拍間隔から、当該人の鬱レベ
ルを推定してもよい。人は鬱状態になると、１日の中の自律神経の変動に関して、副交感
神経の亢進する時間割合が低減することが知られており、また心拍間隔の時系列変動を調
べることで、交感神経と副交感神経の亢進の割合を調べることができることから当該人の
鬱レベルを推定することができる。また、人は鬱状態になると、鬱状態特有の表情（例え
ば視点のあっていない無表情等）が見られることが知られており、例えば起床時等所定の
タイミングでの表情や、もしくは所定の映像を見せた時の表情の変化から、鬱状態を推定
することができる。これらの情報を全て用いて当該人の鬱レベルを推定しても構わないし
、いずれか１つを用いても、複数を組み合わせたものを用いて推定して構わない。
【０１１７】
　（実施の形態２）
　実施の形態１では、人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量などの人の生理量
に基づいて、人の体調を推定する場合について説明したが、それに限らない。人の生理量
に基づいて人の体調を推定し、さらに、生理量を取得した時点での当該人の感情に基づい
て補正することで、当該人の体調を推定してもよい。以下、この場合について実施の形態
２として説明する。
【０１１８】
　［体調推定装置の構成］
　図１２は、実施の形態２における体調推定装置２０の構成を示すブロック図である。図
１等と同様の要素には同一の符号を付しており、詳細な説明は省略する。
【０１１９】
　体調推定装置２０は、図１２に示すように、血流計測部１１と、体調推定部２２と、出
力制御部１３と、感情推定部２４とを備える。この体調推定装置２０は、コンピュータ等
で実現される。図１２に示す体調推定装置２０は、実施の形態１に係る体調推定装置１０
に対して、感情推定部２４が追加され、体調推定部２２の構成が異なる。
【０１２０】
　＜感情推定部２４＞
　感情推定部２４は、人の生理量に基づき、当該人の感情を推定する。より具体的には、
感情推定部２４は、人の生理量に基づき、図４に示したラッセル円環モデルを用いて、当
該人の感情を推定する。ここで、生理量は、生体の機能に関するデータであり、例えば、
顔の色、心拍数、心拍数変動、心拍数変動のＬＦ／ＨＦ（Low Frequency/High Frequency
）、Ｒ－Ｒ間隔、脈波、脈拍変動、脳波、呼吸数、呼吸量、血流、血流変動、血圧、血圧
変動、酸素飽和度（SpO2）、身体の部分の動き、身体の筋肉の動き、顔の筋肉の動き、体
温、皮膚温、皮膚コンダクタンス、皮膚抵抗、皮膚のザラツキ、皮膚のテカリ、発汗量及
び発汗レートの少なくとも１つを含む。ここで、身体の部分の動きとして、例えば瞬きの
頻度、速度などが挙げられる。
【０１２１】
　したがって、感情推定部２４は、人の生理量として、血流計測部１１が計測する少なく
とも２箇所の部位うちの一の血流量に基づき、例えば当該人の覚醒度などの当該人の感情
を推定してもよい。また、感情推定部２４は、人の生理量として、人の部位のうち血流計
測部１１が計測する少なくとも２箇所の部位と異なる部位の血流量に基づき、例えば当該
人の覚醒度などの当該人の感情を推定してもよい。また、感情推定部２４は、人の生理量
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として、血流以外でも、例えば顔表情や、心拍数、呼吸、脈波、血圧等の生理量、それら
を複合したものに基づいて、当該人の感情を推定してもよい。
【０１２２】
　なお、感情推定部２４は、図４に示したラッセル円環モデルを用いて、顔表情で快不快
の軸を、血流や、心拍、呼吸、脈波、血圧等、上で述べた生理量から、覚醒眠気の軸を決
定して人の感情を推定してもよい。以下、それについて説明する。
【０１２３】
　図１３は、図１２の感情推定部２４の詳細構成の一例を示すブロック図である。図１４
Ａは、図１２の感情推定部２４が用いるラッセル円環モデルの使用態様の一例を示す図で
ある。図１４Ｂは、図１２の感情推定部２４が用いるシュロスバーグの円錐モデルの一例
を示す図である。
【０１２４】
　感情推定部２４は、図１３に示すように、カメラ部２４１と、顔表情推定部２４２と、
感情推定処理部２４３と、記憶部２４４とを備える。
【０１２５】
　人は、喜び又は驚きというようなさまざまな感情を抱く。図４に示したラッセル円環モ
デルは、人が抱くさまざまな感情を、快不快の軸と覚醒眠気の軸とからなる平面に配置し
たものである。ラッセル円環モデルは、人が抱くさまざまな感情を、図４に示す平面にお
いて円環状に配置され得ることを示している。覚醒眠気の軸は、人の表情に現れにくい場
合があるが、人の心拍数などの上で述べた生理量を元に算出できる。一方で快不快の軸を
、人の表情等から算出してもよい。こうすることで、表情だけや生理量だけから感情を推
定するよりも、正確に人の感情を推定することができる。
【０１２６】
　記憶部２４４には、例えば図１４に示すようなラッセル円環モデルに対応するデータが
記憶されている。
【０１２７】
　カメラ部２４１は、当該人の顔全体を撮影する。顔表情推定部２４２は、カメラ部２４
１が撮影した当該人の顔に基づき、当該人の顔表情を推定する。
【０１２８】
　感情推定処理部２４３は、記憶部２４４に記憶されている例えば図１４に示すラッセル
円環モデルに対応するデータを参照する。感情推定処理部２４３は、顔表情推定部２４２
が推定した当該人の顔表情で、快不快の軸上の位置を決定し、血流計測部１１が計測した
当該人の部位の血流量から、覚醒眠気の軸上の位置を決定することで、当該人の感情を推
定してもよい。また、上述したように、感情推定処理部２４３は、心拍、呼吸、脈波、血
圧等の生理学データから覚醒眠気の軸上の位置を決定してもよい。例えば、感情推定処理
部２４３は、顔表情推定部２４２が推定する当該人の顔色の微弱な変動から、当該人の心
拍数を推定し、覚醒眠気の軸上の位置を決定してもよい。なお、このような感情の求め方
は、推定した体調を補正する際に適用される場合に限定されず、感情のみを求める場合に
も適用できるのはいうまでもない。
【０１２９】
　なお、ここではラッセル円環モデルにおいて感情を推定する場合に関して説明したが、
他のモデルを用いてもよい。例えば図１４Ｂに示すシュロスバーグの円錐モデルにおいて
、例えば睡眠緊張の喚起レベルは生理量を元に算出し、円環内の快－不快、注目－拒否軸
は表情から推定しても構わないし、注目－拒否軸も生理量を元に算出しても構わない。こ
うすることで、感情をより正確に推定することが可能になる。
【０１３０】
　＜体調推定部２２＞
　図１５は、図１２の体調推定部２２の詳細構成の一例を示すブロック図である。図３と
同様の要素には同一の符号を付しており、詳細な説明は省略する。
【０１３１】
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　体調推定部２２は、図１５に示すように、血流量取得部１２１と、体調推定処理部１２
２と、推定感情取得部２２３と、補正部２２４とを備え、血流計測部１１が計測した少な
くとも２箇所の部位の血流量に基づいて、人の体調を推定する。図１５に示す体調推定部
２２は、実施の形態１のおける図３に示す体調推定部１２と比較して、推定感情取得部２
２３と、補正部２２４との構成が追加されている。
【０１３２】
　より具体的には、推定感情取得部２２３は、感情推定部２４が推定した当該人の感情を
取得する。補正部２２４は、感情推定部２４により推定された当該人の感情に基づいて、
体調推定処理部１２２が推定した当該人の体調を補正する。
【０１３３】
　ここで、例えば、体調推定処理部１２２が当該人の体調として、「肩こり」を所定レベ
ルで推定し、感情推定部２４が当該人の感情として「興奮」を推定した場合を例に挙げて
説明する。「興奮」は当該人の血流量を増大させて肩こりを低減させる方向に寄与するた
め、補正部２２４は、当該人の体調を、当該所定レベルより低いレベルの「肩こり」と補
正することができる。このようにして、体調推定部２２は、当該人の感情に基づいて、当
該人の体調を補正したものを、推定結果とすることができる。
【０１３４】
　［体調推定装置２０の動作］
　次に、図１６を参照しながら、上述した体調推定装置２０の動作について説明する。図
１６は、図１２に示す体調推定装置２０における動作の概要を示すフローチャートである
。なお、体調推定装置２０の動作は、体調推定装置２０が備えるコンピュータにより実行
される。
【０１３５】
　まず、体調推定装置２０は、人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量を同時に
計測する（Ｓ２１）。次に、体調推定装置２０は、測定した少なくとも２箇所の部位の血
流量に基づいて、当該人の体調を推定する（Ｓ２２）。次に、体調推定装置２０は、少な
くとも１箇所の部位の血流量に基づいて当該人の感情を推定する（Ｓ２３）。ここで、人
の感情を推定するための１箇所の部位の血流量は、体調の推定のために計測された部位で
あってよいし、別の部位であってもよい。次に、体調推定装置２０は、Ｓ２２において推
定した当該人の体調を、Ｓ２３において推定した当該人の感情に基づいて補正する（Ｓ２
４）。そして、体調推定装置２０は、補正した体調に応じた出力制御を行う（Ｓ２５）。
【０１３６】
　［効果等］
　以上のように、本実施の形態における体調推定方法等によれば、コンピュータが、個人
差のある血流量を計測して体調を推定する場合でも、事前のキャリブレーションを必要と
せずに、人の体調を推定することができる。さらに、本実施の形態における体調推定方法
等によれば、人の感情に基づいて、推定した体調を補正することができるので、人の感情
を加味した人の体調を推定することができる。
【０１３７】
　ここで、実施例として、推定される体調が肩こりのレベルであり、推定される感情が興
奮度合いである場合について説明する。
【０１３８】
　（実施例）
　図１７は、実施の形態２の実施例における体調推定装置２０Ａの出力制御の一例を示す
図である。
【０１３９】
　本実施例では、例えば、血流計測部１１Ａは、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人５０の額Ａの血流量Ａと人５０の首部Ｂの血流量Ｂと、人５０の鼻Ｃの血流量Ｃを計
測する。感情推定部２４Ａは、計測した鼻Ｃの血流量Ｃに基づいて、人５０の感情として
、人５０の興奮度合いを推定する。
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【０１４０】
　体調推定部２２は、まず、計測した額Ａの血流量Ａと首部Ｂの血流量Ｂとに基づいて、
人５０の体調として、人５０の肩こりのレベルを推定する。次いで、体調推定部２２は、
感情推定部２４Ａが推定した人５０の興奮の度合いに基づいて、推定した人５０の肩こり
のレベルを補正する。
【０１４１】
　そして、出力制御部１３Ａは、推定した人の体調に応じた出力制御として、補正した肩
こりのレベルを、人５０のスマートホンなどの携帯端末６０の表示面６２に出力して表示
させる。
【０１４２】
　なお、上記実施の形態および実施例では、人の感情に基づいて、推定した体調を補正す
ることについて説明したが、それに限らない。推定した人の体調に基づいて、推定した人
の感情を補正するとしてもよい。以下、変形例１および変形例２として説明する。
【０１４３】
　（変形例１）
　以下、変形例１として、推定される体調が前日の睡眠時間であり、推定される感情が眠
気レベルである場合について説明する。
【０１４４】
　図１８は、実施の形態２の変形例１における体調推定装置２０Ｂの出力制御の一例を示
す図である。
【０１４５】
　本変形例では、例えば、血流計測部１１Ｂは、少なくとも２箇所の部位の血流量として
、人５０の額Ａの血流量Ａと人５０の目の下部Ｂの血流量Ｂと、人５０の鼻Ｃの血流量Ｃ
を計測する。体調推定部２２は、まず、計測した額Ａの血流量Ａと目の下部Ｂの血流量Ｂ
とに基づいて、人５０の体調として、人５０の前日の睡眠時間を推定する。
【０１４６】
　感情推定部２４Ｂは、体調推定部２２が推定した人５０の前日の睡眠時間と、血流計測
部１１Ｂが計測した鼻Ｃの血流量Ｃとに基づいて、人５０の感情として、人５０の眠気レ
ベルを推定する。より具体的には、人の鼻部皮膚温が上昇したら眠気があることから、感
情推定部２４Ｂは、まず、血流計測部１１Ｂが計測した血流量Ｃから眠気レベル（覚醒度
）を推定することができる。次いで、感情推定部２４Ｂは、体調推定部２２が推定した人
５０の前日の睡眠時間が短い場合（例えば人５０の平均睡眠時間よりも短い場合）には、
血流量Ｃから推定した眠気レベルをより深い眠気レベルに補正してもよい。
【０１４７】
　そして、出力制御部１３Ｂは、出力制御として、補正した眠気レベルを、人５０のスマ
ートホンなどの携帯端末６０の表示面６３に出力して表示させてもよい。
【０１４８】
　このように、体調推定装置２０Ｂは、推定した感情を、推定した体調に基づき補正して
もよい。
【０１４９】
　なお、推定した体調は、前日の睡眠時間に限らず寒暑の度合いであってもよい。たとえ
ば人５０が寒いと感じていることを体調として推定した場合には、人５０の感情として推
定した眠気レベルを低めに補正してもよい。また、推定した体調は、「肩こり」の有無で
あり、推定した感情が人５０の快感情であってもよい。たとえば人５０に肩こりが有るこ
とを体調として推定した場合には、人５０の感情として推定した快感情を通常よりも低く
する補正をしてもよい。
【０１５０】
　（変形例２）
　変形例１では、人５０の鼻の血流量から人５０の感情を推定する場合について説明した
が、それに限らない。上述したように、カメラ部２４１が撮影した人５０の顔に基づき人
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５０の感情を推定してもよい。以下、この場合を変形例２として説明する。本変形例では
、推定される体調が寒暑の度合いであり、推定される感情が眠気レベルであるとして説明
する。
【０１５１】
　図１９は、実施の形態２の変形例２における体調推定装置２０Ｃの出力制御の一例を示
す図である。
【０１５２】
　本変形例では、例えば、血流計測部１１は、少なくとも２箇所の部位の血流量として、
人５０の額Ａの血流量Ａと人５０の目の下部Ｂの血流量Ｂとを計測する。体調推定部２２
は、まず、計測した額Ａの血流量Ａと目の下部Ｂの血流量Ｂとに基づいて、人５０の体調
として、人５０の寒暑の度合いを推定する。
【０１５３】
　感情推定部２４は、体調推定部２２が推定した人５０の寒暑の度合いと、感情推定部２
４が撮影した人５０の顔全体の画像とに基づいて、人５０の感情として、人５０の眠気レ
ベルを推定する。
【０１５４】
　より具体的には、まず、感情推定部２４は、人５０の顔全体を撮影する。次に、感情推
定部２４は、人５０の顔色の微弱な変動から、人５０の心拍数を推定し、図１４に示すよ
うな覚醒眠気の軸上の位置を決定する。また、感情推定部２４は、撮影した人５０の顔か
ら推定した顔表情から、快不快の軸上の位置を決定する。これにより、感情推定部２４は
、撮影した人５０の顔全体の画像から、人の感情としての眠気レベルを推定することがで
きる。そして、感情推定部２４は、体調推定部２２が推定した人５０の寒暑の度合いに基
づいて、人５０の顔全体の画像から推定した眠気レベルを補正する。例えば、体調推定部
２２により人５０が寒いと感じていることを体調として推定された場合には、感情推定部
２４は、人５０の感情として推定した眠気レベルを低くする補正をしてもよい。
【０１５５】
　そして、出力制御部１３Ｃは、出力制御として、補正した眠気レベルを、人５０のスマ
ートホンなどの携帯端末６０の表示面６３Ｃに出力して表示させてもよい。
【０１５６】
　このように、体調推定装置２０Ｃは、推定した感情を、推定した体調に基づき補正して
もよい。
【０１５７】
　以上、実施の形態１および実施の形態２にて本発明の処理について説明したが、各処理
が実施される主体や装置に関しては特に限定しない。
【０１５８】
　例えば、体調推定装置は、上述したように、血流計測部、体調推定部、出力制御部等を
備えたものでもよいが、体調推定部のみまたは体調推定部および出力制御部のみを備える
ものでもよい。また、体調推定部および出力制御部は、ローカルの装置と異なる場所に配
置されているクラウドサーバなどによって処理されてもよい。たとえば、重い処理・制御
はクラウドサーバ側で行い、軽い処理・制御をローカル装置で行うなど、クラウドサーバ
装置とローカル装置で処理・制御を分散してよい。なお、クラウドサーバ装置とローカル
装置とを合わせて体調推定装置と呼んでもよい。
【０１５９】
　また、ローカルに配置された特定の装置内に組み込まれたプロセッサなど（以下に説明
）によって処理されてもよい。
【０１６０】
　（１）上記体調推定装置は、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハー
ドディスクユニット、ディスプレイユニット、キーボード、マウスなどから構成されるコ
ンピュータシステムである。前記ＲＡＭまたはハードディスクユニットには、コンピュー
タプログラムが記憶されている。前記マイクロプロセッサが、前記コンピュータプログラ
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ムにしたがって動作することにより、体調推定装置は、その機能を達成する。ここでコン
ピュータプログラムは、所定の機能を達成するために、コンピュータに対する指令を示す
命令コードが複数個組み合わされて構成されたものである。
【０１６１】
　（２）上記の体調推定装置を構成する構成要素の一部または全部は、１個のシステムＬ
ＳＩ（Large Scale Integration：大規模集積回路）から構成されているとしてもよい。
システムＬＳＩは、複数の構成部を１個のチップ上に集積して製造された超多機能ＬＳＩ
であり、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを含んで構成されるコン
ピュータシステムである。前記ＲＡＭには、コンピュータプログラムが記憶されている。
前記マイクロプロセッサが、前記コンピュータプログラムにしたがって動作することによ
り、システムＬＳＩは、その機能を達成する。
【０１６２】
　（３）上記の体調推定装置を構成する構成要素の一部または全部は、各装置に脱着可能
なＩＣカードまたは単体のモジュールから構成されているとしてもよい。前記ＩＣカード
または前記モジュールは、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどから構成されるコン
ピュータシステムである。前記ＩＣカードまたは前記モジュールは、上記の超多機能ＬＳ
Ｉを含むとしてもよい。マイクロプロセッサが、コンピュータプログラムにしたがって動
作することにより、前記ＩＣカードまたは前記モジュールは、その機能を達成する。この
ＩＣカードまたはこのモジュールは、耐タンパ性を有するとしてもよい。
【０１６３】
　（４）本発明は、上記に示す方法であるとしてもよい。また、これらの方法をコンピュ
ータにより実現するコンピュータプログラムであるとしてもよいし、前記コンピュータプ
ログラムからなるデジタル信号であるとしてもよい。
【０１６４】
　（５）また、本発明は、前記コンピュータプログラムまたは前記デジタル信号をコンピ
ュータで読み取り可能な記録媒体、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａｙ（
登録商標）　Ｄｉｓｃ）、半導体メモリなどに記録したものとしてもよい。また、これら
の記録媒体に記録されている前記デジタル信号であるとしてもよい。
【０１６５】
　また、本発明は、前記コンピュータプログラムまたは前記デジタル信号を、電気通信回
線、無線または有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク、データ放送等
を経由して伝送するものとしてもよい。
【０１６６】
　また、本発明は、マイクロプロセッサとメモリを備えたコンピュータシステムであって
、前記メモリは、上記コンピュータプログラムを記憶しており、前記マイクロプロセッサ
は、前記コンピュータプログラムにしたがって動作するとしてもよい。
【０１６７】
　また、前記プログラムまたは前記デジタル信号を前記記録媒体に記録して移送すること
により、または前記プログラムまたは前記デジタル信号を、前記ネットワーク等を経由し
て移送することにより、独立した他のコンピュータシステムにより実施するとしてもよい
。
【０１６８】
　（６）上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせるとしてもよい。
【０１６９】
　（７）また、人の体調は、実施の形態１および２で説明したもの以外でもよい。例えば
、てんかん発作、メニエール病やめまい等であってもよい。この場合、人の体調を推定す
るために、人の血流量等の生理量を用いても、用いなくてもよい。以下、実施の形態１お
よび２で例示したもの以外の人の体調を推定する方法等について説明する。
【０１７０】
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　（てんかん発作）
　人の体調として、てんかん発作を推定する方法と、てんかん発作を推定した場合の出力
について説明する。
【０１７１】
　人の視線や呼吸、瞳孔径から、てんかん発作の発生を推定（検出）することができる。
てんかん発作により、視線の硬直、呼吸の乱れ、瞳孔の対光反射の消失が発生することが
知られているからである。したがって、人の視線や呼吸、瞳孔径を計測することにより、
てんかん発作を人の体調として推定（検出）することができる。
【０１７２】
　図２０は、てんかん発作の推定と出力制御方法の一例を示すフローチャートである。
【０１７３】
　図２０に示すように、まず、例えば、人の視線検出を行い（Ｓ３１）、検出した人の視
線に基づいて、当該人にてんかん発作が発生したかを推定する（Ｓ３２）。ここで、人の
視線、呼吸、および、瞳孔の情報を全て用いて人のてんかん発作の発生を推定しても構わ
ないし、いずれか１つを用いても、複数を組み合わせたものを用いててんかん発作の発生
を推定しても構わない。
【０１７４】
　次に、てんかん発作が発生していないと推定する場合には（Ｓ３２でＮｏ）、Ｓ３１に
戻る。一方、当該人にてんかん発作が発生したと推定する場合には（Ｓ３２でＹｅｓ）、
当該人が車に乗っている場合には、その車のブレーキ、アクセル、アクティブサスペンシ
ョン等の機器を制御する機器制御信号を出力させる（Ｓ３３）。
【０１７５】
　さらに、当該人が自動運転の自動車に乗車中であれば、自動的に安全な所に駐車させる
、または、最寄りの病院に自動運転で直行させる（Ｓ３４）。なお、Ｓ３４において、最
寄りの救急車やセキュリティセンターをコールするとしてもよい。
【０１７６】
　（メニエール病やめまい）
　次に、人の体調として、メニエール病やめまいを推定する方法と、メニエール病やめま
いを推定した場合の出力について説明する。
【０１７７】
　人の視線を検出することで、当該人のメニエール病やめまいを推定（検出）することが
できる。めまいやメニエール病が発生していると、人の視線がぐるぐる回っていることが
知られているからである。
【０１７８】
　そして、人のメニエール病やめまいを推定（検出）した場合、当該人が自動運転の自動
車に乗車中であれば、自動的に安全な所に駐車するように、その車のブレーキ、アクセル
、アクティブサスペンション等の機器を制御したり仕向けても構わない。もちろん、ただ
ちに最寄りの救急車やセキュリティセンターをコールしても構わないし、もしくは最寄り
の病院に自動運転で直行させる制御を行っても構わない。
【０１７９】
　（各種病気）
　また、呼気中に含まれる以下の成分や分泌物から、以下の病気を人の体調として推定（
検出）してもよい。
【０１８０】
　例えば、呼気中に含まれるアンモニアの分泌が多い場合には、当該人の腎機能や肝機能
の低下、腸内環境の悪化、痛風を検出することができる。また、例えば、呼気中に含まれ
るNOの分泌が多い場合には、当該人の気管支喘息や眠気を検出することができる。また、
例えば、呼気中に含まれる硫化水素の分泌が多い場合には、当該人の胃腸病を検出するこ
とができる。また、例えば、呼気中に含まれる３－メチル－３－スルファニルヘキサン－
１－オールの分泌が多い場合には、当該人に精神ストレスが掛かっていると推定すること
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ができる。
【０１８１】
　そして、例えば、当該人のオフィスの机やマウス等に上述した各化学物質を検出可能な
センサーを配置し、上述した人の体調が検出されると本人や医療部門に通知してもよい。
これにより、当該人の各種病気に対する予防を促進することができる。
【０１８２】
　（深部体温）
　また、人の体調として、深部体温を推定してもよい。
【０１８３】
　当該人の体表面温度を検出することで、深部体温を推定することができる。例えば額温
度は深部体温に近いとされており、額温度等をサーモカメラで検出することにより、深部
体温を推定することができるからである。また、室温も同時に測定して体表面温度を補正
することで、さらに精度良く深部体温を推定することができる。なお、眼球等他の部位温
度も含めて、深部体温を推定することで、より高い精度で深部体温を推定してもよい。
【０１８４】
　以下、深部体温を推定（検出）したときの出力制御の例について説明する。
【０１８５】
　図２１は、深部体温の検出結果に依存した出力制御の一態様について説明するための図
である。図２２は、深部体温の検出結果に依存した出力制御方法の一例を示すフローチャ
ートである。
【０１８６】
　図２１に示すようにサーモカメラ４０で患者５１の額温度等を検出することで、来院し
た患者５１の深部体温を非接触で測定することができる。そのため、例えば病院に入る前
に患者５１の深部体温を検出することで、患者５１の発熱状態を検出できるので、発熱状
態に応じて病院（待合室）への入り口を自動的に開けるとしてもよい。
【０１８７】
　すなわち、図２２に示すように、まず、サーモカメラ４０で患者５１の深部体温を検出
し（Ｓ４１）、その患者５１の深部体温が、３８℃以上、３７℃～３８℃、または３７℃
以下であるかを判定する（Ｓ４２）。
【０１８８】
　Ｓ４２において、患者５１の深部体温が例えば３８℃以上であれば、待合室Ａの扉Ａを
自動で開ける制御を行い（Ｓ４３）、患者５１の深部体温が３７℃～３８℃であれば、待
合室Ｂの扉Ｂを自動で開ける制御を行う（Ｓ４４）。患者５１の深部体温が３７℃以下あ
れば、待合室Ｃの扉Ｃを自動で開ける制御を行う制御を行う（Ｓ４５）。
【０１８９】
　これにより、高熱を発している患者５１が平熱の患者５１と同じ部屋で待つことがなく
なるため、平熱の患者が高熱の患者から感染することを防止することができる。
【０１９０】
　また、図２１および図２２に示す深部体温の閾値は他の値でもよく、また年齢に応じて
調整しても構わない。若年齢は体温が高めであることが知られているからである。年齢は
例えば診察券等に登録しておけばよく、サーモカメラ４０と同時に年齢等が記憶された診
察券を読取機にかざすことで、実現できる。
【０１９１】
　なお、この推定方法をタクシーに搭載してもよい。これにより、発熱患者の乗車を必要
に応じて拒否することができるため、運転者への二次感染を防止することもできる。また
、電車等公共交通機関に乗車時、体温の高い人と平熱の人が乗車する車両を分けても構わ
ない。電車等交通機関での病気の拡大を低減することができるからである。
【０１９２】
　また、深部体温を推定する方法やその出力制御の例はこれらに限らない。
【０１９３】
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　例えば起床時の深部体温を日々計測（推定）してもよく、女性の生理周期を推定するこ
とができる。そして、推定した生理周期の中で乾燥しやすい時期には、加湿器やエアコン
等の設定を自動的に調節し、皮膚が乾きにくくする制御を行ってもよい。いらいらしやす
い時期であれば、ステレオ等でリラックスできる曲を選曲する制御を行ってもよい。
【０１９４】
　なお、深部体温を日々計測するタイミングは起床時に限定せず、毎日同じ状況下で測定
できるのであればよく、例えば朝の洗顔時等でもよい。
【０１９５】
　また、例えば、オフィス等に出勤時に、深部体温を計測してもよい。例えば入館時のカ
ードリーダをかざす瞬間に深部体温を計測することで、人と深部体温とを結びつけること
ができるため、熱のある社員を特定することができる。そして、例えば部下の発熱情報を
得た上司が業務のバランスを調整することや、帰宅を促すことで、社員の健康の維持や他
の社員への伝染を防止することもできる。
【０１９６】
　（皮膚の乾燥）
　また、人の体調として、皮膚の乾燥レベルを推定してもよい。
【０１９７】
　当該人の肌の水分量を計測することで、皮膚の乾燥レベルを推定することができるから
である。そして、所定の乾燥レベルの場合すなわち肌の水分量が所定値以下に低下してい
る場合は、当該人が存する室内の加湿器を動作させて当該室内を調湿してもよい。これに
より、当該人の美容効果を促進できる。
【０１９８】
　（代謝量）
　また、人の体調として、代謝量を推定してもよい。
【０１９９】
　当該人の鎖骨部分の温度をサーモカメラや放射温度計等で測定することで、当該人の代
謝量を推定することができる。褐色脂肪が存在すると代謝量が増大することが知られてお
り、褐色脂肪は鎖骨部分に局在して、褐色脂肪は熱を産生する。したがって、当該人の鎖
骨部分の温度を測定することで、代謝量を推定することができる。
【０２００】
　そして、例えば、代謝量を推定し、推定される代謝量よりも摂取カロリーが多い場合に
は、当該人にワーニングをだしてもよい。これにより、当該人の肥満等を防止することが
できる。
【０２０１】
　（その他）
　また、人の体調として、椅子の座り方を推定（検出）してもよい。
【０２０２】
　椅子の着座部分に圧力分布を計測するセンサーを配置することで、当該人の椅子の座り
方を検出することができる。そして、検出した当該人の座り方から腰痛になりやすい部分
を推定し、その部分をヒータで暖めることで、腰痛を防止しても構わない。
【０２０３】
　また、人の体調として、息切れを推定（検出）してもよい。
【０２０４】
　当該人の呼吸数や酸素飽和度から、息切れを検出することができる。息切れを検出した
場合、呼吸のリズムを音声等で知らせてもよい。これにより、当該人の呼吸のリズムを整
えさせることができる。呼吸のリズムは、検出した当該人の現状の呼吸数よりもやや遅く
したリズムを知らせ、さらに知らせる当該リズムを徐々に遅くしてゆくことで、当該人の
呼吸を整えることができる。
【０２０５】
　また、人の体調として、心拍数を計測することで緊張等による動悸を推定（検出）して
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もよい。
【０２０６】
　そして、緊張等で動悸がしていることを検出した場合、計測した現状の心拍数よりもや
や遅いリズムの音を当該人に聞かせてもよい。これにより、当該人の心拍数を低下させ緊
張をほぐすことができる。なお、スポーツの試合前等で一定の緊張が必要な場合は、安静
時の心拍から少しずつ速いリズムの音を聞かせとしてもよい。これにより、理想的な緊張
状態に導くことができる。
【０２０７】
　なお、検出した体調の種類や程度、その時間に応じて、生命保険や医療保険の掛け金を
調整しても構わない。これにより、体調のよい人の掛け金を低減し、体調の悪い人の掛け
金を増やすことができるので、被保険者の納得感を増大することができる。
【０２０８】
　また、映画館等で体調の悪い人を検出した場合には、係員に通知されるようにしておく
ことで、例えば通知を受けた係員がその人に声をかけて退場を促してもよい。これにより
、体調の悪い人による上映の中断を未然に防ぐことができる。
【０２０９】
　以上のように、実施の形態１および２で例示したもの以外の人の体調を推定する方法等
について説明したが、これに限らない。人の感情も同様に、実施の形態２で説明したもの
以外の方法で推定してもよい。以下、例えば、例を挙げて説明する。
【０２１０】
　（イライラレベル）
　例えば、人の感情として、イライラレベルを推定（検出）してもよい。
【０２１１】
　当該人の顔表情や血流量から、イライラレベルを推定することができる。人はイライラ
すると表情に現れることが知られているからである。また、人はイライラすると交感神経
が亢進し、末梢血流が減少することで、末梢部血流量が低下することが知られているから
である。ここで、顔表情よび血流量の情報を全て用いて人のイライラレベルを推定しても
構わないし、いずれか１つを用いても、複数を組み合わせたものを用いてイライラレベル
を推定しても構わない。
【０２１２】
　そして、人のイライラレベルを推定した場合、当該人が運転中であれば、その車のエン
ジン音をより車内に取り込むように制御し、実際のスピードよりもスピード感を増幅させ
てもよい。これにより、当該人のオーバースピードを防止することができる。もちろん、
人のイライラを推定した場合、その車のアクセルの感度を低下させる制御を行い急発進を
防止したり、ブレーキの感度を下げる制御を行い急停車も防止するとしてもよい。
【０２１３】
　（眠気レベル）
　また、例えば、人の感情として、眠気レベルを推定（検出）してもよい。
【０２１４】
　人は眠気を感じると顔表情に現れることが知られているからである。また、人は眠気を
感じると、副交感神経が亢進して心拍間隔のばらつきが大きくなることや、末梢部の血流
量が増大することやそれにともない末梢部の皮膚温が上昇すること、同じく血管の拡張に
より血圧が低下することが知られているからである。また、呼吸間隔が短くなると、酸素
濃度が低下し眠気を感じることが知られている。
【０２１５】
　このように、人の顔表情、心拍間隔、呼吸、血圧、血流量または皮膚温から、当該人の
眠気レベルを推定してもよい。
【０２１６】
　なお、ここで、人の顔表情、心拍間隔、呼吸、血圧、血流量および皮膚温の情報を全て
用いて人の眠気レベルを推定しても構わないし、いずれか１つを用いても、複数を組み合
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わせたものを用いて眠気レベルを推定しても構わない。
【０２１７】
　また、これらの情報のうち最も推定精度の上がる組み合わせを学習して、人毎にその組
み合わせを変えても構わない。
【０２１８】
　例えば眠気が顔に出やすい人がいる一方、出にくい人がいることがわかっているからで
ある。眠気が顔に出やすい人であれば、顔表情で推定すればよく、もちろん顔表情と他の
生理量と組み合わせて検出することで精度の高い眠気レベルの推定を実現できる。同様に
検出したい眠気レベルごとにその組み合わせを変えても構わない。また、例えば人によっ
て早期の眠気発生時に血圧が顕著に低下する人もいるが、そうでない人もいる。したがっ
て、早期の眠気を検出する場合に、早期の眠気発生時に血圧が顕著に低下する人であれば
血圧を含んで眠気を推定すればよい。
【０２１９】
　なお、これらは例示であり、必要に応じて他の生理指標を含んで眠気を推定すればよい
。これにより、精度の高い眠気推定が実現できる。つまり、早期の眠気発生の推定に限ら
ず、深い眠気を推定する場合でも同様であり、どの生理指標を選択してもよい。これによ
り、人や検出したい眠気の深さに応じて、最適な生理指標を学習によって選択することで
、高精度な眠気レベルの推定が可能になる。
【０２２０】
　そして、眠気を検出（推定）した場合、当該人が運転中であれば、その車を換気して車
内の酸素濃度を上げるように、外気を取り込むようにその車を制御しても構わない。こう
することで当該人の眠気を低減することができる。なお、その車のエンジン音をより車内
に取り込むように例えばエンジンルームと車室内の仕切りを開くことで、スピード感を増
幅して覚醒度を上げるようにしてもよい。さらに、その車のサスペンションの硬さを変え
る制御を行い振動を伝えることで、覚醒度を上げても良い。
【０２２１】
　（各生理量の検出方法）
　以下、各生理量の検出方法について例示する。
【０２２２】
　（心拍数）
　カメラで撮影した顔の肌色部分の微妙な色変動を検出することで心拍数を検出すること
ができる。顔の肌色部分の色のうち主に緑色成分が、心拍に同期して変動するからである
。
【０２２３】
　また、サーモカメラで撮影した顔の肌に該当する温度域の温度変動を検出することで心
拍数を検出してもよい。サーモカメラで撮影した顔の温度が、心拍周期に同期して変動す
ることから、肌に該当する温度域の温度変動を検出することで心拍数がわかるからである
。
【０２２４】
　それ以外には、耳朶や指等に赤外線を照射して、反射する赤外線の変動量から心拍数を
検出してもよい。さらにはシートセンサ等で、心拍で発生する振動を検出し、心拍波形を
得て心拍数を検出してもよくその手法は問わない。
【０２２５】
　（血圧）
　血圧は、脈波伝搬時間をから求めることができる。脈波伝搬時間は、心臓から出た血流
が所定の末端部まで到達するまでの時間である。
【０２２６】
　血圧が低下すると脈波伝搬時間が長くなり、血圧が上昇すると脈波伝搬時間が長くなる
傾向にある。脈波伝搬時間は、カメラで撮影した顔画像から求めた脈波のピークと、顔以
外（首、手等）を撮影した画像から求めた脈波のピークの時刻のズレ量から求めることが
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できる。顔と顔以外でなくても、例えば顔の中の異なる二箇所（例えば顎と額）の脈波の
ピーク時刻のズレ量から脈波伝搬時間を求めても構わない。
【０２２７】
　また、心臓の振動をミリ波センサー等で求め、顔の脈波をカメラから撮影した顔画像の
微妙な色変動から検出し、心臓の振動ピークと顔の脈波ピークの時間ズレ量を脈波伝搬時
間として、血圧変動を推定することで血圧を求めてもよい。
【０２２８】
　（肌水分）
　肌水分は、近赤外の水の吸収波長（９６０ｎｍ）を皮膚に照射し、戻ってくる光量を検
出することで測定することができる。人は、肌水分が多いと照射された近赤外光が吸収さ
れ、戻ってくる近赤外の量が低下することからである。
【０２２９】
　また、超音波やエアを照射してその時の変動量をミリ波等で検出することで、肌の硬さ
から水分量（肌水分）を推定してもよい。人は、肌水分が低下すると、皮膚が硬くなるこ
とが分かっているからである。
【０２３０】
　（血糖値）
　血糖値は、眼球に照射した赤外光の戻ってくる成分を検出することで求めることが出来
る。眼球部分（眼房水）のスペクトルにおいて、糖の吸収波長（１６５０ｎｍ付近）の吸
収があることから、血糖値が多くなると、戻ってくる赤外光の割合が低下するからである
。
【０２３１】
　また、眼球部分（眼房水）の旋光度から、血糖値を推定してもよい。血糖値が大きいほ
ど、旋光性が大きくなるからである。もちろん、血糖値の推定方法は、その他の手法でも
よく、その手法は問われない。
【０２３２】
　（呼気成分）
　呼気成分は、呼気中に含まれる成分の内、検出したい成分の吸収波長（例えばＮＯであ
れば２２５ｎｍ付近）の吸収量から検出することができる。
【０２３３】
　例えば検出したい成分の光を呼気に照射し、透過した光の光量を検出することにより、
呼気成分を検出することができる。もちろん、クロマトグラフィー等でスペクトルを検出
してもよいし、その手法は問わない。
【０２３４】
　（呼吸）
　呼吸は、カメラ画像において、赤外線等で例えば矩形パターンを呼吸を計測したい人に
照射し、そのパターンの変動から呼吸波形を検出することで、検出することができる。
【０２３５】
　なお、赤外線でなく可視光を用いて呼吸を検出してもよいし、照射するパターンも矩形
パターンでなくてもよい。また、ミリ波を照射し、反射波のドップラシフト量から検出し
てもよいし、ＴＯＦセンサーを用いて検出しても構わない。
【０２３６】
　また、例えば吸気時に鼻孔下部の温度が低下し、呼気時に鼻孔下部の温度が上昇するな
ど、呼吸により鼻孔下部の温度が変動することが知られている。そのため、熱画像を用い
て、鼻孔部の温度変動から呼吸波形を検出してもよい。
【産業上の利用可能性】
【０２３７】
　本発明は、人の体調を推定する体調推定方法、体調推定装置、及び、プログラムに利用
でき、特に、車両、オフィス、居住空間の機器等、これらを制御する機器のアプリケーシ
ョンなどに搭載される体調推定方法、体調推定装置、及び、プログラムに利用することが
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【符号の説明】
【０２３８】
　１０、２０、２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃ　　体調推定装置
　１１、１１Ａ、１１Ｂ　　血流計測部
　１２、２２　　体調推定部
　１３、１３Ａ、１３Ｂ、１３Ｃ　　出力制御部
　２４、２４Ａ、２４Ｂ　　感情推定部
　４０　　サーモカメラ
　５０　　人
　５１　　患者
　６０　　携帯端末
　６１、６２、６３、６３Ｃ　　表示面
　７０　　カーナビ画面
　７１　　公衆トイレ
　７２　　パーキングエリア
　１１１、２４１　　カメラ部
　１１２　　血流量計測処理部
　１２１　　血流量取得部
　１２２　　体調推定処理部
　２２３　　推定感情取得部
　２２４　　補正部
　２４２　　顔表情推定部
　２４３　　感情推定処理部
　２４４　　記憶部
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月3日(2017.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人の部位のうち少なくとも２箇所の部位において同時に計測された血流量を取得する取
得部と、
　前記取得部により取得された前記少なくとも２箇所の部位の血流量に基づいて、前記人
の体調を推定する体調推定部とを備える、
　体調推定装置。
【請求項２】
　前記体調推定装置は、さらに、人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量を同時
に計測する血流量計測部を備え、
　前記取得部は、前記血流量計測部が計測した前記少なくとも２箇所の部位の血流量を取
得する、
　請求項１記載の体調推定装置。
【請求項３】
　前記体調推定装置は、さらに、前記体調推定部が推定した前記人の体調に応じた出力制
御を行う出力制御部を備える、
　請求項１または２に記載の体調推定装置。
【請求項４】
　前記体調推定部は、前記人の体調に応じて血流量が変動しない第１部位と前記人の体調
に応じて血流量が変動する第２部位のそれぞれにおける血流量を取得する、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の体調推定装置。
【請求項５】
　前記第１部位は、前記人の額、口腔内および眼球のうちの少なくとも一であり、前記第
２部位は、前記人の目の下部、鼻部、口唇部、手足および首部のうちの少なくとも一であ
る、
　請求項４に記載の体調推定装置。
【請求項６】
　前記体調推定部は、前記第１部位および前記第２部位の血流量に基づき、前記人の体調
として、睡眠時間、寒暑の度合い、肩こり、頭痛、トイレに行きたいレベル、乗り物酔い
レベル、酒酔いレベル、運転スキル、空腹レベル、疲労レベル（ストレス）、および鬱レ
ベルの少なくとも１つを推定する、
　請求項４または５に記載の体調推定装置。
【請求項７】
 　前記血流量計測部は、カメラ部と、血流量計測処理部とを備え、
　前記カメラ部は、所定の波長の光を少なくとも２箇所それぞれに照射して異なる波長の
光を受光し、
　前記血流量計測処理部は、前記カメラ部が受光した異なる波長の光に基づいて、前記少
なくとも２箇所の血流量を計測する、
　請求項２に記載の体調推定装置。
【請求項８】
　前記出力制御部は、推定した体調に応じて、前記出力制御として、表示制御、通知制御
および機器制御の少なくとも１つを行う、
　請求項３に記載の体調推定装置。
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【請求項９】
　前記出力制御部は、前記表示制御、前記通知制御、および前記機器制御の少なくとも１
つとして、（１）車載機器または前記人の携帯端末に所定の情報を通知する、（２）照明
機器の明るさを制御する、（３）エアコンの風量、風温、および風向のいずれかを制御す
る、（４）所定の音楽を流すように音響機器を制御する、（５）車のブレーキ、アクセル
、アクティブサスペンション、およびエンジンのいずれかを制御する機器制御信号を出力
する、のいずれかを行う、
　請求項８に記載の体調推定装置。
【請求項１０】
　人の体調を推定する体調推定システムであって、
　人の部位のうち少なくとも２箇所の部位の血流量を同時に計測する血流計測装置と、体
調推定装置とを備え、
　前記体調推定装置は、
　前記血流量計測部が計測した前記少なくとも２箇所の部位の血流量を取得する取得部と
、
　前記取得部により取得された前記少なくとも２箇所の部位の血流量に基づいて、前記人
の体調を推定し、推定した体調を出力する体調推定部とを備える
　体調推定システム。
【請求項１１】
　前記体調推定装置は、さらに、
　前記体調推定部が推定した人の体調に応じた出力制御を行う出力制御部を備える、
　請求項１０に記載の体調推定システム。
【請求項１２】
　前記体調推定システムは、さらに、
　前記体調推定装置が推定した人の体調に応じた出力制御を行う出力制御装置を備える、
　請求項１０に記載の体調推定システム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の一形態に係る体調推定装置は、人の部位のうち少
なくとも２箇所の部位において同時に計測された血流量を取得する取得部と、前記取得部
により取得された前記少なくとも２箇所の部位の血流量に基づいて、前記人の体調を推定
する体調推定部とを備える。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种物理状态估计方法，用于估计人的身体状况而无需提前校准。解决方案：由计算机执行的身体状况估计方
法包括血流测量步骤S11，用于同时测量人的一部分的人体的至少两个部分的血流速率，计算机执行血流测量步骤在以及物理状态
估计步骤S12，用于基于所测量的至少两个部位的血流速率来估计人的身体状况。
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